
 

 

令和５年度 5月９日以降の  

オンライン授業について 
 

 
１ オンライン授業を受講するための条件 

２ 教科・領域・場面ごとに見るオンライン授業の効果とその具体的な方法 

３ オンライン授業の学習評価の方法 

４ Q&A 

                   令和５年５月９日より施行 

                   ジャカルタ日本人学校   



１ オンライン授業を受講するための条件 

 

 昨年度、オンライン授業で見られた問題点 
①  対面授業がメインの学習形態の中，オンラインで参加できる活動が限られてしまう。 

（特に技能教科においては視聴することしかできないケースが多々あります。） 

②  授業中，オンライン授業のトラブルに対応しなければならない状況が散見される。 

（その際，対面の子どもたちを待たせてしまうなどの影響が出ます。） 

③  対面授業の児童・生徒と同等の学習評価を行うことが非常に困難である。 

（画面の様子や提出物等から評価することは可能ですが，対面授業と同じ基準で判断することはできません。） 

                          ⇩ 

そこで，今年度は対面授業を基本とし，やむを得ない事情がある場合のみ，オンライン授業を行うこととします。 

 

〈基本的な考え方〉 

  〇 感染症が疑われるような症状が無い、健康である   → 登校し対面授業を受けてください。 

  〇 感染症が疑われるような症状がある、または体調不良 → 登校を控え受診してください。 

  〇 健康であるが、やむを得ない事情で登校できない   → オンライン授業を受けられます。 

    ※「やむを得ない」とは、受験のための一時帰国で登校できない期間等 

 

 

 

 



 お子さんがオンライン受講する場合 

以下の条件を確認してください。 

↓  

①  授業中は，保護者の方が機器トラブル等にすぐに対応できるよう，お子さんの側で待機してください。 

（お子さんだけで受講することはできません。）   

②  授業中は，常にカメラをＯＮにしてください。 

（急に離席する必要が生じた場合は，メッセージに事情を入力する等して伝えてください。常にカメラをオンにす

ることができるように通信環境を整えてください。） 

③  授業中は，教師の呼びかけにすぐに応えるようにしてください。 

（再三の呼びかけに応じられない場合は，保護者の方に電話連絡し，協力を依頼します。） 

   

 以上３点が遵守できない場合は，オンライン授業をお断りすることもありま 

す。また，出席として認定されない場合もあります。 

 

特別な事情に対しては個別に対応します。ご相談ください。 

 

 



２ 教科・領域・場面ごとに見るオンライン授業の具体的な方法 

教科・領域・場面 オンライン授業の方法 教科・領域・場面 オンライン授業の方法 

国語 ロイロノートを活用した参加型授業

が可能。 体育 視聴のみ 

算数・数学 
ロイロノートを活用した参加型授業

が可能。ただし，作図など材料を使用

する場合は，視聴のみとなる。 
保健 ロイロノートを活用した参加型授業

が可能。 

社会・生活 
ロイロノートを活用した参加型授業

が可能。ただし，社会科見学等の校外

学習には参加できないため出席停止

となります。 

音楽 ロイロノートを活用した参加型授業

が可能。ただし，楽器を使う場合には

視聴のみとなることもある。 

理科 
ロイロノートを活用した参加型授業

が可能。ただし，実験場面は視聴のみ

となる。 
図画工作・美術 視聴のみ 

中学英語 ロイロノートを活用した参加型授業

が可能。 学級活動 参加可能 

外国語 ロイロノートを活用した参加型授業

が可能。 技術・家庭 
ロイロノートを活用した参加型授業

が可能。ただし，実習の場合は視聴の

みとなる。 

道徳 ロイロノートを活用した参加型授業

が可能。 各行事 視聴のみ 

インドネシア語 ロイロノートを活用した参加型授業

が可能。 図書の時間 家庭で読書または与えられた課題 

朝・帰りの会【ＨＲ】 参加可能 休み時間・弁当タイム 参加不可 

※ オンライン授業を受講する日の時間割をご確認ください。 



３ オンライン授業の学習評価の方法 

評価観点 評価方法 評価基準 評定 備考 

知識・技能 

思考・表現 

☆授業中の発言 
学習のねらいを押さえた発言をしている。 Ａ（◎） 

技能に関して，画面上

では十分に評価するこ

とができません。後日，

登校してから改めて評

価することになります。 

発言の場面が無い，または発言しても要点からずれ

ている。 Ｂ（〇） 

☆授業中の活動 

活動の様子から，学習のねらいを十分に達成したこ

とが分かる。 Ａ（◎） 
活動の様子から，学習のねらいをおおむね達成した

ことが分かる。 Ｂ（〇） 
活動の様子から，学習のねらいを達成したことが伝

わらない。 C（△） 

☆提出物 

ロイロノート等の提出物から，学習のねらいを十分

に達成したことが分かる。 Ａ（◎） 
ロイロノート等提出物から，学習のねらいをおおむ

ね達成したことが分かる。 Ｂ（〇） 
ロイロノート等提出物から，学習のねらいを達成し

たことが伝わらない。 C（△） 

関心・意欲・態度 ☆学習態度 

 姿勢や話の聞き方が申し分なく，積極的に参加する

意欲が見られる。 Ａ（◎） 
もちろん，画面上だけ

で全てを正確に判断し

評価できるとは限りま

せん。気になる様子が見

られた際には，正当な評

価をするために，保護者

の方に確認させていた

だくことがあります。 

 常にカメラをオンにし，教師からの呼びかけに応じ

ている。 Ｂ（〇） 

 カメラがオフであったり，教師からの呼びかけに応

じることができなかったりする。 C（△） 

  

 

 

 

 

 



４ Q&A 

 

１ Q：受験などで，一時帰国する場合はオンライン受講できますか？ 

  A：できます。時差を考慮し，参加可能な時間割を確認してください。 

 

２ Q：イミグレーション等に行く用事があります。帰宅してから受講したいのですが可能ですか？ 

  A：できます。ただし、可能な限り後からでも登校して対面授業を受けることを推奨しています。 

    イミグレーション等で授業を受けられない時間は、公欠扱いです。 

     

 

～最後に～ 

   対面授業を主とする学習形態の中で，少しでもオンラインによる学習効果を上げるためには， 

①  保護者の皆さんのご協力 

②  学校生活の中の各場面に応じた対応 

が必要不可欠となります。ご理解とご協力の程，よろしくお願いいたします。 


